
  

 

 

 

 

 

どんなことにも〝旬〟がある 
新年度に入り、約２か月が経ちました。気温も上がりだし、疲

れも出始める頃ですが、５月は各学年に行事があり、非常に充実

した期間となりました。 

3 年生は 5 月 19 日～21 日の 3 日間、九州方面へ修学旅行に行

ってきました。「Love＆Peace～よか「九州旅」にするばい～」と

いうスローガンのもと、生徒実行委員を中心に準備をしてきまし

た。平和学習では「さとうきび畑の唄」という映画の鑑賞から始ま

り、各班で平和宣言を考えるなどの準備をしてきました。平和集会

や原爆資料館では、当時の状況に思いを巡らせ、平和について考え

を深めました。長崎市内班別研修では、特に「時間」への意識を高

く持ち、集合時間に遅れないよう走って移動をする生徒も見られま

した。生徒の感想を見ると、「トラブルは起きたけど、私一人の力で

は解決できなく、班員のみんなが一丸となってトラブルを解決する

ことができたので、私はこの班と一緒に行動をすることができて、

良かったと思いました。」「普段の学校生活ではあまり話したことが

なかった人とも色々な話ができて、とても良い経験になりました。」

「ペーロンは全員が息を合わせることで大きな力を出すことができる競技で、難しかったけど、力を合わせて速

く進めたことがとても嬉しかったです。」課題や反省も多々ありますが、楽しく、充実した修学旅行でした。 

また、２年生は２１日に姫路市にあるものづくり大学校にて「ものづくり体験学習」を行いました。それぞれ

の分野に分かれ、スペシャリストに指導を受けながらものづくりをすることを通して、働くことの楽しさ・難し

さに触れることができました。「大理石に彫刻することは思っていた以上に大変でした。こんなに難しいことを

いつもしている職人さんはすごいと思いました。」

「１つの物を作るのにすごい苦労したし時間が

かかったけど、だんだんと出来上がっていくこと

で達成感を感じられてとても楽しかったです。」 

プロの職人さんからものづくりについて肌で

感じながら学ぶ、有意義な時間となりました。秋

に行われる予定の「トライやる・ウィーク」へと

つなげていきたいです。 
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 １年生は、24 日に嬉野台生涯

教育センターにおいて「HAP 体

験」を行いました。HAP とは「ひ

ょ う ご 冒 険 教 育 （ Hyogo 

Adventure Project）」のことで、

様々な冒険を通して仲間と協力

して課題に立ち向かい、その中で

自然と思いやりや信頼の気持ち

が芽生えることをねらいとしています。五月晴れの暑い日でしたが、皆で試行錯誤しながら協力して課題をクリ

アし、喜びを分かち合う姿がたくさん見られました。きっと、自分たちで考え、達成する喜びを感じるとともに、

信頼できる新しい友だちがたくさん増えたことでしょう。 

  

 

 

 今年の GW には、ディズニーランドや USJ といったテーマパークや観光地の話題をよく耳にしました。ここ

数年の制限のある営業や観光から「もとに戻りつつある」というようなことを感じました。 

さて、ディズニーキャラクターのミッキー人気の秘訣は何でしょう？なぜ、ミッキーが長年の間、あれほど老

若男女問わず愛されるのでしょうか？  その理由は、陽気で愉快なキャラクターだからだけではありません。 

一言でいうならば、ミッキーが私たちの「なりたい自分」の姿を映しているからこそなのではないでしょうか。  

ディズニー創始者のウォルト・ディズニーも、ミッキーという存在についてこんな風に語っています。  

「ミッキーは本当にいいやつなんだ。人のことをこれっぽっちも傷つけたりしないし、いつもベストを尽くそ

うと一生懸命なおチビさんだ」 他人からどう見られるからとか、そんなことは１ミリも気にせずに、ただ自分

の大切なもののためにいつも一生懸命に動いている。その姿に私たちは、心を奪われるのです。 それは、もし

かしたら私たち自身が「ありたい姿」だからなのではないでしょうか？  

「ディズニーキズナの神様が教えてくれたこと」鎌田洋著 

真面目な人を、真面目だと笑う人がいます。熱中してアツくなっている人を、

冷ややかな目で見る人がいます。何か言われるんじゃないかと、不安で自分を出

せない人がいます。そんなときにはこのミッキーの話を思い出してください。  

周りの声は時として役に立つけど、一番大切なのは “自分の声”です。「本当

にいいのか？」「手を抜いていないか？」「やれることを全てやったか？」「我慢

すべきことは、しっかり我慢したか？」 時には、立ち止まり、〝自分の声〟に

耳を傾けてみて下さい。 

さあ、まだまだ始まったばかりの今年度です。部活に勉強、他の様々なことに

もミッキーのように「ベストを尽くして一生懸命」に Fight！ 

１年生 校外学習 「ＨＡＰ体験」 

ミッキーは、なぜ人気？ 


